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1．研究の目的
　本研究の目的は，「教師が望む学習者の姿」を明確に示すことなく，音楽創作活動を行っ
た場合，集団での創作活動の中で大学生がどのような音楽を，いかにつくり出すのかを明
らかにすることである。なお，ここで「集団での創作活動」を研究対象としたのは，実際
の音楽科教育の多くが集団の中で行われており，他者との関係性の視点なくしては，そこ
での音楽教育を語ることは困難であるからである。
　学校における「創造性」について夏堀睦（2005）が，「（略）創作にあたって子どもが何
を参集するかといえば，学校というフィールドで奨励され高い評価を得られると社会的に
捉えられている意味内容，そして教師の評価の意味内容である」と述べているように，通
常学習者は，「教師が望む姿」を教師の言動から感じ取り，解釈し，自らの行為に反映さ
せているものと考えられる1。
　では，「教師が望む学習者の姿」が明確に示されることなく音楽創作活動を行った場合，
学習者は集団の中でいかに音楽をつくるのであろうか。また，創作活動の過程で見られる
特徴とはいかなるものであろうか。これは，これまで学習者としての経験を蓄積してきて
いる大学生が「高い評価が得られると捉えている意味内容」を明らかにする過程でもある。
　したがって本研究では，「教師が何を望んでいるのか」についての情報を極力与えない
形で集団による創作活動を行わせ，その事例を分析することとした。これにより本研究は，
学習者がその時点で培っている音楽創作能力について，他者との関係性の中で見られる音
楽創作の様相について，そして学習者として音楽作品の価値をどこに見出しているのかに
ついて，という3点を視点とする研究と位置付けることができる。
2. 事例の概要
　本事例で分析対象とした事例は，大学3年生の65名による音楽創作活動である。創作活
動に取り組んだのは，幼稚園教諭免許及び保育士資格の取得を目指す学生であるが，この
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中には幼保の免許・資格と併せて小学校教員免許状の取得を目指す学生が若干名含まれて
いる。また，本事例は新年度の第１回目の授業で実施したものであり，対象学生のほぼ全
員が，指導者である筆者による創作活動に関する指導を経験していない状態である。
　この創作活動で使用した音具は，片方の節を残した竹筒7本で，それを1組として各グルー
プに与えた2。この竹筒は予め C,D,E,F,G,A,H（オクターブの音高差を含む）に音高を調整
していたが，そのことは学生には伝えなかった。
　また本実践では，学籍番号によって4名から6名を1グループとして振り分け，12グルー
プを構成した。グループ活動は30分間で，その後全てのグループに創作作品を発表させる
こととした。
　なお，活動場所についてであるが，完全にほかのグループの影響を受けないようにする
ことは物理的に困難であったものの，複数の教室等を使用し，極力各グループを離して活
動に臨ませた。
3．創作活動での条件―制約と自由
　音楽創作活動では，様々な「制約」と「自由」が設定されるが，本事例で大学生に与え
た「制約」と「自由」は以下の通りである3。
　　・グループでの活動時間は30分間とする。（制約）
　　・無作為に構成されたグループである。（制約）
　　・与えられる音具は，竹筒7本。（制約）
　　・竹筒はどのように鳴らしても良い。（奏法の自由）
　　・使用しない竹筒があっても良い。（旋法の選択肢の拡大）
　　・作品の所要時間は任意。
　　・どのような音楽をつくるのか，どのように音楽をつくるのかも任意。
（音楽様式，構成要素の自由）
　本事例における最たる特徴は，指導者の評価の意味内容，つまり指導者がどのような作
品を望んでいるのか，どのような作品を高く評価するのかについて明らかにしていない状
態で創作活動に取り組ませている点にある。 
4．学生による音楽作品
　全12グループによる音楽作品の概要は，表1の通りである4。
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表1　大学生12グループによる創作作品
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4．学生による音楽作品 
 全 12 グループによる音楽作品の概要は，表 1 の通りである4。 
1 12 グループに  
 
作品の概要  考  察   
1 1 列並び。並び順に竹筒を床に垂直に下して，HACDEFG
と順に１音ずつ鳴らす。そのあとすぐに逆順で鳴らす。次
に CEG の 3 和音 2 回，HDF と 3 和音 2 回。最後にすべて
の音を 2 回鳴らす。リズムに変化はない。  
H，A がオクターブ低かったため，
C から順に並べなかった様子。この
グループに割り当てられた竹筒の
最も低い A から並べなかったのは，
A-dur にすることができなかった
からか。  
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＜和音＞  
＜他者と息を合わせる＞  
2 横並びで緩く楕円形に座る。  
長さ順に床に並べ，それをマレットで長いものから叩く。
その後割り当てた竹筒を取り，真ん中の学生が 2 本の竹を
打ち鳴らすのを合図に，各自が手にした竹筒を床に向けて
縦に叩く。2 回ずつ叩いた後，中央の学生が持っている竹
を，近くに座っている学生から順に叩き始め，全員が中央
の学生の竹を叩いたのちに，中央の学生が間合いを計り，
「ヨーオ」（明確ではない）と合図。2 本持っている学生は，
拍子木のように叩き，1 本の学生は隣の学生の竹で打ち合
わせて終わる。  
竹の長さで音高に差があることは
認識している。しかし，音高を作品
に生かすのではなく，叩き方のヴァ
リエーションで作品を形成してい
る。叩き方は「順に，そして徐々に」
という規則性をもっている。  
＜表現方法の工夫（視覚的）＞  
＜他者と息を合わせる＞  
＜日本的な感性＞  
3 横並びで緩く楕円形に座る。  
竹筒は 1 人 1 本の学生と 2 本の学生がいる。  
最初に竹筒を床に垂直に打ち鳴らす学生が 1 名（最も低い
音）。この一定間隔で鳴らされるパターンに，1 人ずつ異な
るリズムが上乗せされていく。全員が入った段階で，左端
の学生が竹筒にマレットを入れ，手早く回し「カラカラ…」
と音を立てる。1 人ずつ徐々に「カラカラ…」に変わる。
最初の 1 名はずっと同じ間隔で単音を鳴らしている。その
うち，左から 2 番目の学生が 2 本の竹筒（FC）を床に水平
に置き，マレットで最初の 1 名の倍の速さで低→高→低→
高と叩き始める。ほかの学生も同様に竹筒を床に平行に置
き，一人ひとり異なるリズムで叩きだす。全員が叩いたと
ころで，一定間隔で打ち続けていた学生が，ト・トンと鳴
らすのを合図に終了。  
基盤となるリズムパターン（♩♩♩♩
…）を鳴らし続け，それに数種類の
リズムパターンを重ねてリズムア
ンサンブルを行っている。また，途
中で基盤のリズムパターン以外が，
すべて拍とは無関係の音を重ね，再
度音の高低とリズムの組み合わせ
アンサンブル作品を形成している。
最後は基盤のリズムパターンの合
図で一斉に終了。  
 
＜リズムパターン＞  
＜音色＞  
＜他者と息を合わせる＞  
4 
 
横並び，緩やかな楕円形。  
全員が竹筒を，鼓を打つような姿勢で構えてポーズを付け
ている。そこから，右端の学生（第 1 奏者）が２本（DG）
の竹筒を，交互に床に垂直に打って鳴らす。隣りの第 2 奏
者が同じく床に垂直に，異なるリズムで重ねる。第 3 奏者
が 2 本の竹筒を床に置いて，その端を打ち付けるように，
第 1，第 2 奏者の合いの手を入れる。第 4 奏者は竹筒を床
に垂直に立てて固定し，抜いていない節をマレットで叩く。
第 5 奏者が竹筒の節がある方を前にして，鼓のように肩に
「日本」をイメージしている様子。
各奏者が終始同じリズムを奏でて
いるが，それぞれ音の出し方は異な
っている。  
 
＜楽器のイメージ＞→視覚的なポ
ーズに関連→＜日本的な感性＞  
＜音色の組み合わせ＞  
＜リズムパターン＞  
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担ぎ，節をマレットで叩く。しばらく各自が自分のリズム
パターンを続け，第 5 奏者に目で合図し，第 5 奏者が「ホ
ッ」と掛け声を上げ，終了。  
＜他者と息を合わせる＞  
 
5 
 
2 対 2 で向き合うように座る。  
第 1 奏者が 2 本の竹筒を床に交互に，垂直に打ち続ける
（D,C）。第 2 奏者が同様に，2 本の竹筒を交互に静かに床
に打つ（第 1 奏者と同じリズムと速度）。第 3 奏者も同様。
第 4 奏者は 1 本を床に平行に置き，それをマレットで叩く
（リズムは同じ）。第 4 奏者まで揃ったところで徐々に速く
する，第 4 奏者が床に置いていた竹筒を手に持ち，床に垂
直に打つのを合図に，第 1 奏者は 1 本を手に取り，息を吹
き入れ始める。第 4 奏者が床に竹を打ちつつ，合いの手で
竹をマレットでリズムを叩いて入れていく。第 2 奏者，第
3 奏者は異なるリズムパターンで床に 2 本を打って鳴らす。
第 1 奏者は 1 本に息を吹き入れながら，床に置いた別の 1
本をマレットの柄で速く（16 分音符）叩く。徐々に小さく
していき，第 2 奏者が床に垂直に立てた竹筒にマレットを
入れ，ヒュッとこすりながら上に引き抜くのを合図に全員
で 1 回床を叩いて終了。  
（聴いていた学生から「おおー」と声が上がる。）  
単純なリズムを基盤として，同じリ
ズムで音を重ねて厚くする。次に，
異なる音色を重ねて速度を速め，速
め切ったところで，異なる音色で加
わった奏者が次の展開に移る契機
を与える。その後，前半の単純なリ
ズムから，各自がそれぞれのリズム
パターンと奏法の違いが生む異な
る音色を重ね，ディミヌエンドを行
う。最後はこれまでとは異なる奏法
による 1 回の合図で終わる。  
徐々に積み重ねられていく＜リズ
ムパターン＞  
＜速度＞＜強弱＞の工夫  
＜リズムの展開＞  
＜奏法（音色）の展開＞（→聴覚的
効果）  
6 
 
4 人が円座に座る。  
第 1 奏者が 2 本の竹筒を交互に床を垂直に叩き，鳴らす。8
拍後に，第 2 奏者が 2 本を倍の速さで床に垂直に当てて鳴
らす。第 3 奏者が第 1 奏者の 2 倍の遅さ（1 拍目）に床に
垂直に当てて，1 本を鳴らす。第 4 奏者が 1 拍目を同様の
奏法で，タンタタとリズムを打ちながら加入する。4 小節
過ぎたところで（頭を振ってカウントしている），第 1 奏者，
第 2 奏者，第 3 奏者は音を止めてマレットを準備する。こ
の時，第 4 奏者のみがリズムパターンを演奏している。  
第 1 奏者が 1 本を手に持ち，マレットで「タタタン」と打
ち始めると，第 2 奏者もマレットで 1 本を 16 分音符で鳴ら
し続ける。第 3 奏者が 1 拍目で「カンッ」と強めに竹筒を
マレットで叩いて参加する。第 4 奏者が間合いを取りなが
ら同じく竹筒を 1 本持ち，マレットでタンタタとリズムパ
ターンを刻みながら加わる。  
同じ奏法で順に加わる形式。順に入
り，揃ったら次の展開へと進行す
る。拍節感に基づく作品。リズム，
音色に変化を持たせ，展開してい
る。  
演奏の途中で 90 度隣りの奏者の竹
筒を叩くなど，音色（聴覚的）な効
果だけではなく，視覚的な効果を意
図した工夫が見られる。  
途中で演奏者を 1 人にするなど，音
量の変化に人数の調整を加え，音の
厚みに変化を持たせている。  
明らかに指揮者の役割を果たす奏
者が存在する。  
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していき，第 2 奏者が床に垂直に立てた竹筒にマレットを
入れ，ヒュッとこすりながら上に引き抜くのを合図に全員
で 1 回床を叩いて終了。  
（聴いていた学生から「おおー」と声が上がる。）  
単純なリズムを基盤として，同じリ
ズムで音を重ねて厚くする。次に，
異なる音色を重ねて速度を速め，速
め切ったところで，異なる音色で加
わった奏者が次の展開に移る契機
を与える。その後，前半の単純なリ
ズムから，各自がそれぞれのリズム
パターンと奏法の違いが生む異な
る音色を重ね，ディミヌエンドを行
う。最後はこれまでとは異なる奏法
による 1 回の合図で終わる。  
徐々に積み重ねられていく＜リズ
ムパターン＞  
＜速度＞＜強弱＞の工夫  
＜リズムの展開＞  
＜奏法（音色）の展開＞（→聴覚的
効果）  
6 
 
4 人が円座に座る。  
第 1 奏者が 2 本の竹筒を交互に床を垂直に叩き，鳴らす。8
拍後に，第 2 奏者が 2 本を倍の速さで床に垂直に当てて鳴
らす。第 3 奏者が第 1 奏者の 2 倍の遅さ（1 拍目）に床に
垂直に当てて，1 本を鳴らす。第 4 奏者が 1 拍目を同様の
奏法で，タンタタとリズムを打ちながら加入する。4 小節
過ぎたところで（頭を振ってカウントしている），第 1 奏者，
第 2 奏者，第 3 奏者は音を止めてマレットを準備する。こ
の時，第 4 奏者のみがリズムパターンを演奏している。  
第 1 奏者が 1 本を手に持ち，マレットで「タタタン」と打
ち始めると，第 2 奏者もマレットで 1 本を 16 分音符で鳴ら
し続ける。第 3 奏者が 1 拍目で「カンッ」と強めに竹筒を
マレットで叩いて参加する。第 4 奏者が間合いを取りなが
ら同じく竹筒を 1 本持ち，マレットでタンタタとリズムパ
ターンを刻みながら加わる。  
同じ奏法で順に加わる形式。順に入
り，揃ったら次の展開へと進行す
る。拍節感に基づく作品。リズム，
音色に変化を持たせ，展開してい
る。  
演奏の途中で 90 度隣りの奏者の竹
筒を叩くなど，音色（聴覚的）な効
果だけではなく，視覚的な効果を意
図した工夫が見られる。  
途中で演奏者を 1 人にするなど，音
量の変化に人数の調整を加え，音の
厚みに変化を持たせている。  
明らかに指揮者の役割を果たす奏
者が存在する。  
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第 4 奏者のパターンを 4 回演奏したところで，第 1 奏者が
マレットの柄で竹筒を打つと，即座に全員が柄で打ち始め
る。4 小節分打ったところで，各自 90 度右にいる奏者の竹
筒をマレットで打ち，再度 2 小節分を打ったらすぐに自分
の竹筒を打つ。この間，各自のリズムはターンに変化なし。
4 小節そのまま続けて，第 4 奏者にアイコンタクトを取り，
第 4 奏者が 1 拍ごとに打つのを合図に，ほかの 3 名が竹筒
を 2 本手に取り，4 拍後に一斉に竹筒を拍子木のように 16
分音符で打ち合わせたり，擦ったりしながら演奏する。こ
の部分では，第 4 奏者は再び 4 拍ごとに強めに鳴らす。5
小節分打ったところで，第 4 奏者がマレットを指揮棒のよ
うに 2 拍子で振り，全員で床に竹筒を揃えて叩き，終了。
（聴いていた学生から「おおー」と声が上がる。）  
＜音色＞  
＜リズムパターンの展開＞  
＜奏法の工夫＞（→聴覚的，視覚的
効果）  
＜他者と息を合わせる＞  
7 
 
6 名が向き合うように円座。  
第 1 奏者が竹を床に平行に置き，一方の端を持ち上げて落
とす奏法で 4 分音符を刻む。4 拍打ったところで，全員が
一斉に各自のリズムを演奏し始める。1 人ずつ音を止めて
いき，最後に第 1 奏者が残る。第 1 奏者だけになって，4
拍で終了。  
1 名が先行し，ほかのメンバーが同
時に演奏し始めるパターン。奏法も
床に垂直に当てたり，マレットで叩
くなど，違いが見られる。その後
徐々に音を止めていく。  
最も長く演奏する第 1 奏者に，変わ
った奏法（竹筒の片方は床につけた
まま，別の端を上から床に落とす奏
法）が見られた。  
＜リズムパターン＞  
＜音の入り方と止め方に工夫＞  
（→コントラスト）  
8 
 
第 1 奏者が竹を手に横向きに持ち，マレットで叩き始める。
第 1 奏者の 16 分音符を合図に，2 名が第 1 奏者の叩く拍に
乗って，各自のリズムパターンを演奏する。第 1 奏者が頃
合いを見計らって，16 分音符を叩くと，これまでの奏者が
交代。この中に，16 分音符を刻む奏者あり。第 1 奏者が 16
分音符を刻むと，今度は第 1 奏者が別のリズムパターンを
展開する。16 分音符は別の奏者が刻み続けている。そこに，
これまで入っていなかった別の奏者が，リズムパターンを
床を垂直に叩きながら奏する。第 1 奏者の 16 分音符で別の
奏者が，第 1 奏者の裏拍を鳴らす。第 1 奏者のアイコンタ
第 1 奏者の強いリーダーシップに
よって構成されている。第 1 奏者以
外の奏者は第 1 奏者のリズムに合
わせることに意識を集中している
様子。  
 
＜リズムパターン＞  
＜記号化されたリズムパターン＞  
（→リズムの展開の契機を知らせ
る役目＞  
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クトによって，16 分音符が鳴らされ，終了。  
9 
 
床に置いた竹をマレットで 4 回叩くのを合図に全員で入
る。一定のリズムパターンを続け，出だしに合図を出した
奏者が拍ごとに 4 回床を垂直に叩くことを合図に，5 回目
で全員ピタッと終了。  
4 拍ごと，2 拍ずつ，拍ごと，裏拍
を叩く奏者に加えて，タタウンタタ
ウン…のリズムのみのシンプルな
リズムアンサンブル。  
＜リズムパターン＞  
10 
 
6 名が円座。  
1 人が竹筒にふーっと息を吹き入れる音から始まる。1 人ひ
とり奏法が異なる。拍子木のように叩く，竹筒にマレット
を入れて回す，竹筒を床に垂直に立て，縁をマレットで叩
くなど。それぞれが自分のリズムパターンを叩くが，終わ
り方が明確に決められていない。1 名がタンタタタンタン
ウンタンタンと大きく鳴らして終了。  
入り方が独特。  
 
＜音色の組み合わせ＞  
＜リズムパターン＞  
11 
 
6 名が円座。1 名が拍子木で幕開けを表すように，鋭い音で
徐々に速めて打ち鳴らして開始（竹筒をマレットで叩く）。
合図をした奏者が一定間隔で拍を鳴らし，それに順次ほか
の奏者がリズムパターンを重ねていく。身体の動きで合図
を送り（伸び上がるような仕草）で，全員が速く打ち鳴ら
し，最後は数名がフゥーッと息を竹筒に吹き入れて終了。
とくに 4 拍子ではない。基盤となる
リズムパターンと異なるパターン
を重ねている。  
 
＜リズムパターン＞  
12 
 
竹筒を横に持ち，胴をマレットの柄で擦る奏者あり。別の
奏者の竹筒を打ったり，マレットで叩く。マレットの柄で
擦っていた奏者が，マレットの柄で胴を叩き始め，音を速
くしていくと同時に，他の奏者は音を止める。  
その後，竹筒を垂直に床に当てて，＜かえるのがっしょう
＞を演奏する。途中合いの手を入れる。最後は，マレット
を筒の中に入れ，カシャカシャと振ったのを合図に全員で
タンタタタンと叩いて終了。  
竹筒が音階になっていることから，
＜かえるのがっしょう＞が演奏で
きることに気づいた。そこから，カ
エルを音で表現しようとしている。
 
＜音高を利用＞  
＜既成曲の再現＞  
＜音具からイメージした内容を音
で表現＞  
 
5．創作過程の分析―グループ 6 に着目して 
 グループ 6 は男子 3 名（W,X,Y），女子 1 名（Z）の 4 名から成っている5。 
1）事例 1：音楽創作における拠り所―過去の経験から習得した知識 
 学習者が音楽作品を作る時に拠り所とするのは，過去の経験から得た知識ではないかと
考えられるが，それが顕著に表れているのがこの「事例 1」である。 
 グループ活動が始まるとすぐに，どのように音を出すのかを探索する行動が見られた。
― 240 ―
5．創作過程の分析―グループ6に着目して
　グループ6は男子3名（W,X,Y），女子1名（Z）の4名から成っている 。
1）事例1：音楽創作における拠り所―過去の経験から習得した知識
　学習者が音楽作品を作る時に拠り所とするのは，過去の経験から得た知識ではないかと
考えられるが，それが顕著に表れているのがこの「事例1」である。
　グループ活動が始まるとすぐに，どのように音を出すのかを探索する行動が見られた。
その後竹筒の長さによって音程に差があることに気づいたが，「旋律を創作する」という
方向には進まず，手元の竹筒7本を床に並べて，マレットを使ってグリッサンドで鳴らすと，
木琴のような楽器として使えるのではないか，と試し始めた。しかし，竹筒を床に置いた
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クトによって，16 分音符が鳴らされ，終了。  
9 
 
床に置いた竹をマレットで 4 回叩くのを合図に全員で入
る。一定のリズムパターンを続け，出だしに合図を出した
奏者が拍ごとに 4 回床を垂直に叩くことを合図に，5 回目
で全員ピタッと終了。  
4 拍ごと，2 拍ずつ，拍ごと，裏拍
を叩く奏者に加えて，タタウンタタ
ウン…のリズムのみのシンプルな
リズムアンサンブル。  
＜リズムパターン＞  
10 
 
6 名が円座。  
1 人が竹筒にふーっと息を吹き入れる音から始まる。1 人ひ
とり奏法が異なる。拍子木のように叩く，竹筒にマレット
を入れて回す，竹筒を床に垂直に立て，縁をマレットで叩
くなど。それぞれが自分のリズムパターンを叩くが，終わ
り方が明確に決められていない。1 名がタンタタタンタン
ウンタンタンと大きく鳴らして終了。  
入り方が独特。  
 
＜音色の組み合わせ＞  
＜リズムパターン＞  
11 
 
6 名が円座。1 名が拍子木で幕開けを表すように，鋭い音で
徐々に速めて打ち鳴らして開始（竹筒をマレットで叩く）。
合図をした奏者が一定間隔で拍を鳴らし，それに順次ほか
の奏者がリズムパターンを重ねていく。身体の動きで合図
を送り（伸び上がるような仕草）で，全員が速く打ち鳴ら
し，最後は数名がフゥーッと息を竹筒に吹き入れて終了。
とくに 4 拍子ではない。基盤となる
リズムパターンと異なるパターン
を重ねている。  
 
＜リズムパターン＞  
12 
 
竹筒を横に持ち，胴をマレットの柄で擦る奏者あり。別の
奏者の竹筒を打ったり，マレットで叩く。マレットの柄で
擦っていた奏者が，マレットの柄で胴を叩き始め，音を速
くしていくと同時に，他の奏者は音を止める。  
その後，竹筒を垂直に床に当てて，＜かえるのがっしょう
＞を演奏する。途中合いの手を入れる。最後は，マレット
を筒の中に入れ，カシャカシャと振ったのを合図に全員で
タンタタタンと叩いて終了。  
竹筒が音階になっていることから，
＜かえるのがっしょう＞が演奏で
きることに気づいた。そこから，カ
エルを音で表現しようとしている。
 
＜音高を利用＞  
＜既成曲の再現＞  
＜音具からイメージした内容を音
で表現＞  
 
5．創作過程の分析―グループ 6 に着目して 
 グループ 6 は男子 3 名（W,X,Y），女子 1 名（Z）の 4 名から成っている5。 
1）事例 1：音楽創作における拠り所―過去の経験から習得した知識 
 学習者が 作品を作る時に拠り所とするのは，過去の経験から得た知識ではないかと
考えられるが，それが顕著に表れているのがこの「事例 1」である。 
 グループ活動が始まるとすぐに，どのように音を出すのかを探索する行動が見られた。
― 240 ― ― 241 ―
状態では音が響かず，この案は却下となった。下の枠内は，その後の様子である。
　なお，このグループ6では，Z と X が会話によって，W と Y が音を直接出しながら考え
ていく，という特徴が見られた。（事例中の下線は筆者による。以下同じ。）
　この場面では，Z が徐々に音を加えていくことを提案し，それに X が同意している。そ
の会話の傍らで，W が手に持った2本を交互に規則正しく，軽く床を打ち始めている。そ
こに X が加わろうとするが，W と同じリズムではなく，異なるリズムの方が良い，とい
う判断を行っている。その時に X は「人によって違うリズム。前，やったよな」と発言
する。この発言は，幼稚園教諭免許状，保育士資格と併せて小学校教員免許状の取得を目
指している X のみが，小学校教員養成課程で開講されている「音楽科教育法」を受講し
ており，指導者である筆者が創作に関する講義の中で紹介した方法を指しているものと思
われる。X はその経験を生かそうとするが，「音楽科教育法」を履修していないほかの3名
はその経験を共有していない。そのため，この場面で X の発言に対しての反応は見られ
ない。しかし，X が意図する内容は理解しており，異なるリズムパターンを組み合わせる
こと，そしてそれを徐々に重ねていくことで音楽作品を作ることができるという「知識」
を，この後共有していた。
　この場面では，W が2本を交互に規則的に鳴らし続けており，ほかのメンバーに加わる
ことを言外に促している。それに反応した X が加わろうとするが，「ん？どうやってやりゃ
ええんじゃろ」と戸惑いを見せる。これは，「異なるリズムを重ねると良い」ということ
を知識としては持っているが，自分で行ったことがなく，どのようなリズムを重ねるのが
良いのかといった具体的なリズムの案は思い浮かんでいないことを示している。X の戸惑
いを見た W は，この「事例１」の後，自分が2本を交互に打っていたのを1本に減らし，
X の様子をうかがっている。そこで，X が W と同様に，自分が持っていた2本の竹筒を交
互に規則的に鳴らし始めると，Wは自分が担っていた基盤となるリズムの演奏をXに譲り，
リズムを重ねる方法を X に「学習させて」いる。このような経験を通して，X は「異なる
（グループ活動開始から3分30秒後）　　
Z ：「どんな感じでいく？最初ちょっとから，だんだん増やしていく？」
X ：頷きながら「どんどん増やしていく。」
W：2本を交互に規則正しく，軽く床を打ち始める。
X ：「え，リズム入れた方がいいんかな？リズム変えた方がええんかな？」
Z ：「うん」
W：頷きながら，規則正しく打つのを継続している。
X ：「俺がやって。人によって違うリズム。前，やったよな。」W が鳴らしている
中にトントンと鳴らして入ろうとするが，「ん？どうやってやりゃええんじゃろ」
― 242 ―
リズムパターンを重ねることでリズム作品ができる」という単なる「知識」から，「どの
ように重ねていくのか」という実践的な知識の習得へと，他者との相互作用の中で向かう
様子が見られた。 
2）事例2：あるメンバーの意見を軸に展開する
　どのようなリズムパターンを重ねていくのかについて，まだ互いに決定しておらず，単
調なリズムしかグループ内にはないこの場面で，Z から「盛り上げる感じ」にしたいとの
提案があった。その意見は，アッチェレランドという「速度」によって表現されていく。
「速度」を上げる際に，マレットを持ったままでは十分にアッチェレランドできないこと
から，マレットの扱いをどうするかについて意識が向けられると，同じく Z から「マレッ
トは使いたい」との意見が出される。
　これはグループ内での「単調さからの脱却」を図る契機となった。マレットを使用して
音色の違いに興味をもったメンバーは，異なる奏法への展開を思いつく。
　自分の意見を明確に述べる Z の提案をほかのメンバーは受け入れ，それを生かすよう
に活動を展開させていく。つまり，Z の意見は一方的なリーダーシップに基づくものでは
なく，新たなアイディアを生み出すきっかけとして，ほかのメンバーたちに吸収されてい
ることを示している。同様の事象は，次の「事例3」でも見受けられる。
（グループ活動開始から4分30秒後）
W は X の規則正しい音に合わせて，2拍に1回の割合で1本を規則正しく鳴らし続け
る。X「どうする？」W，鳴らし続けながら「どこへ持っていくん？」X，首をか
しげながら「わからん（笑）」Z「盛り上げる感じに（笑）」W がずっと鳴らし続け
ていた2拍に1度鳴らす音に，X が1拍ごと，持っていた竹筒を同様の鳴らし方で鳴
らす。それに，Y が4拍に1度の割合で，自分が持っていた竹を同様に鳴らして合
わせる。W「盛り上がらん。」Z「ゆっくりから，速くする？」X「そしたら終わる
ね。」Z「そうする？盛り上げる感じ。」X「確かに。」自分が持っていた筒をアッチェ
レランド。最後に1回2本とも鳴らして「こんな感じ？」X「4人ともがそうやる？
でもこれ（マレット）持っとったら（できない）」
Z「これ（マレット），使いたーい」W もマレットを持って，竹の胴を叩く。ほか
のメンバーも，マレットで竹筒のいろいろなところを叩き始める。W，速いテン
ポで竹の胴をカンカンカンカンと打つ。その W に，Y が竹筒を2本持って，合いの
手のように床に打って合わせる。
― 242 ― ― 243 ―
3）事例3：停滞からの進展
　グループ活動においてほとんど発言を行わない Y だが，ずっと竹の胴をマレットのヘッ
ドで「カンッ」と打ち続けている。それに W が「タンタタタンタタ」とリズムを合わせ
たが，W はすぐに止めてしまう。これは，この前に自分が叩いていたリズムパターンと
は異なっている，と認識したためである。
　W が加わるか音を止めるかに関わらず，Y は「カンッ」と一定間隔で打ち続けることで，
W が事例2で行っていたのと同様に，ほかのメンバーに加入を言外に求め続けている。そ
の Y の音に，X がリズムパターンを「タンタタタンタタ」と合わせていく。X とほぼ同時
に W が同じリズムパターンを叩き始めるが，2人が同じパターンであることに気づいて，
W がパターンを「タタタンタタタン」と変更する。ここで，同じリズムパターンを叩く
ことについて，否定的な判断が行われていることがわかる。それに Z が「タタタタタタ
タタ」と加わり，このグループの基本的なリズムの形が出来上がる。そこに至ってから，
Z がマレットの柄で叩き，途中で音色に変化を与えることを提案する。通常はマレットの
（グループ活動開始から10分20秒後）
Y はずっと竹を4拍ごとにマレットで「カンッ」とするどく打ち続けている。Y に
W が「タンタタタンタタ」と合わせ，掛け合いをしているがすぐにやめる。
X が「タタンタタタンタ」と叩き始めると，ほぼ同時に W も同じリズムを叩く。2
人で顔を見合わせ，W「俺，こうやる」と「タタタンタタタン」と叩き方を変える。
Z が16分音符で「タタタタタタタタ」と合わせる。
再度合わせると，Y は4拍に1回，W は「タタタンタタタン…」，Z「タタタタタタ
タタ…」，X「タンタタタンタタ…」と打つ。X「忘れとる，自分で。」
Z「これ（マレットの柄で竹筒の胴を叩く）も入れたい，途中で」X「あ，いいね」
W「なるほどな」全員で竹筒を柄で叩く。ばらついた時に止めて，X「一斉で，こ
こ（マレットの先）で叩いとるときと，一斉でここ（柄）に切り替わる時，みた
いな」Z「ほしいな。」W，笑顔。
Z「リズムが，何回やったらこっち（柄），みたいな。」＜略＞
X「じゃあ，4回やったら，ここで。4回やったら，一斉に。いい？」Z「うん。さっ
きと同じ。」W 笑顔で試している。Y，頭を動かして自分が入るタイミングを確認
している。X「やってみる，やってみる？」演奏。W が「タタタンタタタン」を2
回繰り返したあと，Z が「タタタタ…」と入るが，最初は W の拍に合わず，X 笑う。
Z，すぐに W の拍に合う。Y が4拍に1回「カンッ」と打つ。X「タンタタタンタタ」
と入って2回目に全員で一斉に同（じリズムを柄で打ち，音色を変える。
X「あり？」Z，W「ありありあり」Y も笑顔。
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柄で楽器を叩く行為は行われないが，音色を変えること，作品に変化をもたらすことを肯
定的に考えていることが明らかであり，それを意図して行われた工夫であると推察される。
この Z の提案をほかのメンバーが受け入れ，一斉に柄で叩き始めるタイミングを決定し
ていき，この場面で停滞から一気に展開が見られ，作品としてのまとまりが生まれること
となった。
6．学生による音楽創作作品の特徴
　表1で示した通り，学生の事例においては，12すべてのグループでリズムパターンを重
ねる姿が見られた。さまざまな奏法を組み合わせ，異なる音色のリズムパターンを組み合
わせる中で強弱を付けたり，重ね方・減らし方にグループごとの特色を見い出すことがで
きる。また，一つのリズムパターンを全員が行うよりも，異なるリズムパターンを重ねる
ことに音楽的なおもしろさを感じる学生が多いことが明らかであった。
　12グループの作品に見られた特徴として，以下の7点が挙げられる。
・リズムパターンの組み合わせが多く見られ，ほぼすべての作品が拍節感に則った 
　ものであった。
・基盤となるリズムの上に，リズムパターンを重ねる作り方が多く見られた。
・抽象的なイメージを用いることは少ない。
・音高に関する認識が見られる。
　　→音階を作品に取り入れたり，重ねる音の取捨選択に和声感を用いる姿は見 
　　　られるが，旋律創作には展開しなかった。
・速度，強弱の工夫が見られる。
・円座で演奏を行う。
　　→演奏時のコミュニケーションを円滑に図ることを意図し，「アンサンブル」で 
　　　あることの意識が顕著である。
・既成曲の使用が少ない。（12グループ中1グループのみ）
7．創作活動過程の特徴―「集団」がもたらすもの
　本事例での音楽創作活動は，集団であることによって他者からの制約が存在する状態で
行ったものであった。それはつまり，「他者との協同」を強いられるという不自由が存在
することを意味している。学生たちは，自分の自由を遂行しようとすれば他者の自由を奪
うという状況の中で，意見に「折り合い」をつけながら活動を行っているといえるだろう。
他者と共に活動を行わなければならない，という制約下において，「協調を図る」ことを
前提とするならば，そこには道徳規範が働く。たとえば，「力を合わせて」，「他者の意見
を認めて」，「他者の表現をも生かしながら」活動を行うべきだ，といったものである。し
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かしその不自由さは，一方で音楽作品を複雑化させる。自分にはないアイディアを取り入
れざるを得ないことで，意図しない複雑さが生まれるのである。その複雑さを音楽構成上，
破綻させないために働くのが，既得の顕在的，潜在的な音楽的な知識と，音と全体のまと
まりを客観的に聴く能力，そしてそれらのバランスを図る感覚ではなかろうか。 
　他者との相互作用の中では，各人のこれまでの経験から得た既得の知識・技能，そして
「音楽とはどうあるべきか」といった音楽観に基づいて行動が導かれる。そして，自分と
は異なる経験をもつ他者と「今」の経験を共有することで，新たな知識がもたらされるの
である。 
　事例分析の中で挙げられたキーワードから，学生が音楽創作活動で用いたものを視点に，
その様相を図式化すると図1のように表すことができる。
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8．考察 
集団での創作活動においては，他者の考えを解釈し，共有したり，兼ね合いを図りなが
ら自分の考えとの調整を行うという，他者との相互作用が当然生じる。また，他者との関
係性の中で音楽をつくる過程では，必ず音を鳴らしたり聴いたりしながら思考を行うが，
それは音を介した自己対話である。  
そして，創作過程で出される音は，創作活動にかかわる者が「奏法（聴覚的効果と視覚
的効果）」，「音楽様式」，「リズム・リズムパターン」，「音高」，「強弱」，「速度」，「タイミン
グ」を取捨選択したり，繋いだり，重ねたり，組み合わたりすることを通して，「音楽作品」
へと仕立て上げられる。その「取捨選択」，「繋ぐ」，「重ねる」，「組み合わせる」といった
行為を支えるものが，過去の学習や経験から得た知識，拍節感，和声感，そして彼ら一人
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　集団での創作活動においては，他者の考えを解釈し，共有したり，兼ね合いを図りなが
ら自分の考えとの調整を行うという，他者との相互作用が当然生じる。また，他者との関
係性の中で音楽をつくる過程では，必ず音を鳴らしたり聴いたりしながら思考を行うが，
それは音を介した自己対話である。
　そして，創作過程で出される音は，創作活動にかかわる者が「奏法（聴覚的効果と視覚
的効果）」，「音楽様式」，「リズム・リズムパターン」，「音高」，「強弱」，「速度」，「タイミ
ング」を取捨選択したり，繋いだり，重ねたり，組み合わせたりすることを通して，「音
楽作品」へと仕立て上げられる。その「取捨選択する」，「繋ぐ」，「重ねる」，「組み合わせ
る」といった行為を支えるものが，過去の学習や経験から得た知識，拍節感，和声感，そ
して彼ら一人ひとりの音楽観や日本人としての感覚であった。
　本研究における創作活動では，いずれのグループもまずは音の出し方の模索から創作を
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始め，それを経て，音の組み合わせ方（音色，リズム，ハーモニー，強弱，速度など）の
工夫に音楽的な知識に裏打ちされた音楽観を反映させつつ，一つの作品へと集約していく
姿が明らかとなった。
　今回，リズムパターンによる作品が多く見られたが，それは学生にとって，旋律創作が
簡単ではないこと，また，旋律創作を行うには，音具が限定されていたことが理由として
考えられる。この実践で用いた音具は7音を1セットした竹筒であったが，1人あたり1本な
いし2本の竹筒を持って使用せざるを得ず，限られた音，限られた本数で旋律創作を行う
ことが困難であったことは容易に推察できる。しかし，単に「リズムパターンの組み合わ
せ」という特徴が共通していても，そこには多様な工夫を見ることができた。
　全てのグループ発表を見聞きする中で，学生たちが「おおー」と声を上げた作品は，筆
者自身も「高く評価したい」と思う作品であった。つまりこれは，「高く評価する作品に
は何らかの規準が存在している」ことを示唆している。そして，その「規準」を，音楽を
必ずしも専門的に学んでいない学生が潜在的に有している，あるいは共有していることを
も示している。
　筆者自身がなぜその作品を高く評価するのか，学生が「おおー」と声を上げた理由が何
かをその作品に求めた時，評価の視点となっていたものは，組み合わせた音高，音量，音
色，音の長さやリズムパターンの「バランス」，「複雑さ」，「巧緻さ」，「まとまり」であっ
た。つまり，創作での奇抜なアイディアではなく，音として表現された作品の構成や全体
としてのまとまりの中にある複雑さに，創作作品としての価値を見出していると考えられ
る。本研究は創作活動を手がかりとしたものであるが，今後，芸術的な価値と音楽科教育
の評価における価値観との関連性に迫る上で，端緒となるものと考える。
【注】
１　夏堀睦（2005）『創造性と学校』ナカニシヤ出版，p.185。
２　いわゆるフィリピンの民族楽器「トガトン」であるが，その名称や一般的な鳴らし方
は学生に伝えていない。
３　ここでいう「自由」とは，本来の意味で「自由」ではない。グループで活動するとい
うこと自体が「自由」を制限しているが，指導者からの制限や干渉をこの活動内で受
けていない状態であることを，ここでは「自由」と表現している。
４　表1の「考察」欄の＜＞内は，作品の特徴を表すキーワードである。
５　学生の氏名は，無関係のアルファベットで表した。
